
令和５年度学校応援団推進事業 

重点的に取り組む課題について 

 令和５年度学校応援団推進事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等を設

定し、以下のとおり、結果を公表します。 

 

１ 課題 

  学校支援ボランティアの固定化・高齢化による後継者の確保や育成。 

 

２ 課題の解決のために、取り組むこと 

  学校応援団の活動等に対する見聞を広めるため、広報活動を実施する。 

 

３ 本事業で達成する目標 

  本事業の見聞が広がり、幅広い層からの学校支援ボランティアの応募が募

り、後継者の育成や確保が容易となる。 

 

４ 目標の達成度を測る指標 

  「 学校支援ボランティアの後継者が確保できている。」 新規登録者が増加し

ている。」割合。（市教育委員会のアンケート調査は、別紙のとおり。） 

 

５ 数値 

 令和５年度の目標値：５０％ 

 令和５年度の実績値：５４．３％ 

 

６ 評価・分析（事業における成果、課題、改善点等） 

  成果として、市内学校の学校支援ボランティアの新規登録割合は５６．５％、

後継者の確保ができている割合は、５２．１％であった。ボランティアの新規

登録については、地域や学校により差があることや後継者の確保はできてい

ても育成に至っていない点が課題である。改善点として、広報活動の継続と後

継者育成のための機会確保を目標としたい。 

 

 

 

 



別紙 

市教育委員会アンケート調査 

 

 

 

 

 
 

 

後継者の確保・育成ともにできている 

後継者の確保はできているが、育成はで 

きていない 

後継者の確保ができていない 

今年度は何とか後継者を見つけることができた

が、来年度以降は未定のため心配である 

地域の方の見守り隊のメンバーが高年齢化して、

ご退任者が増えている。 

あくまでボランティアなので強制はできない。 

質問の「 後継者」をどうとらえるのか意味を図りか

ねますが、現状「 リーダー」は各組織で育成できて

います。 

 

 

 


